履　　歴　　書　Curriculum Vitae
年　 月　 日現在(Accurate as of              )
	氏　　名
	　
	写真を貼る位置

Paste your photo here.
Size: 36~40mm x 

24~30 mm
 ・縦36～40mm
 横24～30mm
・.本人単身胸から上 


	Name in Alphabets
	FAMILY,             First,               Middle
	

	生年月日
Date of Birth
yyyy/mm/dd
	
	 　　歳
Age:
	性別 Sex


	

	現住所
Current Address
	Phone:　

E-mail:
	国籍Nationality
	

	
	
	　
	

	年月yyyy/mm
	学　歴 Education

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	学　位

Final Degree
	学位の種類

Type (Ph.D., etc), Field and Institute
	
	取得年月日

Completion Date
	yyyy/mm/dd

	
	学位論文の題名

Title of Thesis 
	

	
	
	

	年月yyyy/mm
	職　歴 Work Experience

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	・
	

	年月yyyy/mm
	賞　罰 ・処分歴等Awards / Disciplinary history

	・
	

	・
	

	・
	

	所属学会 Academic Organization Memberships

	

	

	学界及び社会における活動等 Roles in Academic Organizations and Social Contributions

	

	

	著書、論文及びその他（作品、特許等）Publications, Theses, Works and Patents

	

	

	

	


※記入の際は、次ページの〔記入上の注意〕を必ず確認してください。
When completing the form, refer to the explanatory notes on the next page. 

〔記入上の注意〕
[Notes on filling out the form]
・履歴書に記載する年月日は和暦・西暦のどちらでも可です。
Use either Japanese or Western calendar dates in your Curriculum Vitae. 

・性別欄の記載は任意です。（未記載も可）

The sex (male/female) question is optional (may be left blank).
・学位欄には、最終学位を記載ください。
In the “Final Degree” column, list your most advanced academic degree.
（取得見込の場合は、その旨記載ください。）
(State that your “certificate of degree completion” is “pending” if that is the case.)

・賞罰・処分歴等欄には、過去の学生に対するセクシュアルハラスメントを含む性暴力等を原因として懲戒処分若しくは分限処分を受けた場合には、処分の内容及びその具体的な事由を必ず記入してください。
In the "Awards / Disciplinary history" column, if you have been subject to disciplinary action for sexual abuse, sexual harassment, or any other infraction against a student in the past, be sure to enter the nature of the infraction and the specific reasons for disciplinary action.
懲戒処分歴等に関する虚偽記載があった場合には、採用取消や懲戒の対象になり得ます。

False disciplinary action history (or other) statements, may result in revocation of employment or disciplinary action.
・著書、論文及びその他（作品、特許等）欄に、学位論文を記入する必要はありません。その他の業績の記載方法は、研究業績書の記入例を参照してください。
各項目は「；」で区切り、件数ゼロの項目は記載不要です。
Do not enter the title of your PhD or master’s theses in the "Publications, Theses, Works and Patents" column. (This section is for post-degree theses.)

For information on how to describe other achievements, refer to the completed Sample Research Achievement Form.

Separate each item with a semicolon (;). Sections for which you have nothing to enter should be left blank. 

・入力スペースが不足する場合は、入力行を追加してください。

If there are insufficient lines available, add a line.
履　　歴　　書　Curriculum Vitae
令和２年　５月　１日現在(Accurate as of May 1, 2020 )
	氏　　名
	工繊　太郎　
	写真を貼る位置

Paste your photo here.
 Size: 36~40mm x 

24~30 mm
・縦36～40mm
 横24～30mm
・.本人単身胸から上 

	Name in Alphabets
	KOSEN, Taro

FAMILY,             First,               Middle
	

	生年月日
Date of Birth
yyyy/mm/dd
	昭和○○年○月○○日
（西暦でも可）
	 ○　歳
Age:
	性別 Sex

（任意Optional）
　　
	

	現住所
Current Address
	〒６０６－８５８５

京都市左京区松ヶ崎橋上町１
Phone:　０７５－７２４－７０００
E-Mail:　○○○○＠kit.jp
	国籍Nationality
	

	
	
	　日本
	

	年月yyyy/mm
	学　歴 Educational Background

	昭和58・3
	○○大学○○学部○○学科　卒業

	昭和58・4
	○○大学大学院○○研究科○○学専攻博士前期課程　入学

	昭和60・3
	○○大学大学院○○研究科○○学専攻博士前期課程　修了

	昭和60・4
	○○大学大学院○○研究科○○学専攻博士後期課程　入学

	昭和63・3
	○○大学大学院○○研究科○○学専攻博士後期課程　修了（／単位取得退学）

	（西暦でも可）
	

	学　位

Final Degree
	学位の種類
Type (Ph.D., etc), Field and Institute
	○○博士（○○大学）

博士（○○）（○○大学）
	取得年月日

Completion  Date
	昭和63年3月25日
（西暦でも可）yyyy/mm/dd

	
	学位論文の題名
Title of Thesis 
	Studies on Numerical Science and Technology

	
	
	

	年月yyyy/mm（西暦でも可）
	職　歴 Work Experience

	昭和63・4
	○○株式会社○○部○○開発センター　研究員（○年○月まで）

	平成2・10
	○○大学　助教授　○○学部○○学科

	平成22・4
	○○大学　教授　○○学部○○学科

	・
	現在に至る

	・
	この間

	平成7・12-平成8・11
	文科省在外研究員(○○国○○大学○○研究所)

	平成3・4 –平成7・3
	○○大学　非常勤講師(大学院○○研究科)

	平成20・4 -現在
	○○大学　非常勤講師(大学院○○研究科)

	年月yyyy/mm（西暦でも可）
	賞　罰・処分歴等Awards / Disciplinary history

	平成20・3
	○○学会賞

	平成30・11
	セクシュアルハラスメントを理由とする減給処分

	所属学会 Academic Organization Memberships

	○○学会正会員、△△学会正会員、▲▲学会正会員、■■学会正会員、××学会正会員、

	◇◇化学会正会員、◎◎学会正会員

	学界及び社会における活動等 Roles in Academic Organizations and Social Contributions

	○○学会△△運営委員長（1999-2000）、▲▲学会関西支部理事（2000-2002）、

	■■化学会 評議員（2006-　）、◇◇学会　代議員（2001-2005）、邦文誌編集委員（1998-2002）、

	欧文誌編集委員（2002-2006）、Chem. & Phys. Review (Wily)編集委員（1996-　）、

	2005年化学物理国際会議(CPI2005)議長(2005)、××事業団××促進委員会委員（XXXX-XXXX）、

	(財)○○県○○センターアドバイザー（XXXX-　）

	著書、論文及びその他（作品、特許等）Publications, Theses, Works and Patents

	著書　“工芸科学入門”（単著）(1995)、工芸出版社、他10；学術論文　“Application of A-Theory to

	B Phenomena”, Kosen, T, Kogei, T, Senyi, T, J.Comp.Phys. Sci. Tech. 25,(2011), 101-110　他110；

	参考論文　“物理化学反応における音響効果”、新物質開発機構新物質研究報告、工芸一郎、工繊太

	郎、61、(1988), 323-327. 他50；受賞作品 “新京都駅ビルディング” 工繊太郎 （都市建築学会2012

	年度最優秀設計賞受賞）, (2012)、　他３；作品　携帯電話機のデザイン　工繊太郎　京都芸術博物

	館セルフォンコレクション, (2012)　他10
	


記入例Sample








